
平成 29年度 第 1回 大崎町総合教育会議 会議録 

 

１．期 日  平成 29年６月 26日（月） 

15時 30分から 

２．場 所  役場庁舎２階応接室 

 

３．出席者  東町長 

       藤井教育長 

       溝口教育委員長・林教育委員・二見教育委員・福島教育委員 

       【事務局】 

       総 務 課（中倉課長・中野課長補佐） 

       管 理 課（本髙課長・西髙課長補佐） 

       社会教育課（中村課長） 

 

４．会次第 

 （１）開会 

 （２）町長あいさつ 

 （３）協議 

   １）平成２９年度教育関係予算の概要について 

   ２）その他 

 （４）その他 

 （５）閉会 

 

【協議内容】 

 （１）開会・・・総務課長補佐 

    ただ今から平成２９年度第１回大崎町総合教育会議を始めます。開会

にあたり東町長よりあいさつをお願いいたします。 

 

（２）あいさつ・・・東町長 

開会にあたりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は，平成２９年度の第１回の大崎町総合教育会議を開催いたしまし

たところ，教育委員のみなさん方にはご多忙の中に万丈繰り合わせいただ

きまして誠に有難うございます。 

    ６月６日から九州南部が梅雨入りしたと発表がなされておりまして，そ

れからしばらくは空梅雨かなと思って，非常に乾燥した時期も有りまし



た。ここ１週間ぐらい長雨が続きまして優れない天気になってきていま

す。やはり今の時期になってきますと，長雨が続いてきての土砂崩壊と

か，のり面の崩壊とか，そう言った事が懸念されたりとか，時々集中豪

雨が発生しますので，集中豪雨による洪水の発生とか，そういったこと

を，時々心配をしたりしているところであります。 

    安心安全な地域を作っていくなかで，こう言った災害をいかに未然に

防ぐかが私たちの責任でも有る訳ですが，この時期になりますと町の消

防団の方々を交えまして，防災会議という会で，各地区のそれぞれの校

区の正副分団長さん方が，地元を点検されながらどこが危ないか，どこ

が児童の登下校に危ないのか，そう言った事を防災会議の中で提案され

て，必要な場所には現状を調査して対策を練るという，毎年そういった

ことをやっています。地球の温暖化といいましょうか，予想以上の災害

が発生することが度々ございましたので，これからも子ども達の安全な

登校とか，そして地域の安全な対策とか，そう言った事を行政の中でも

心がけながらやっていかなければならないと思っています。 

    内容とはかけ離れた話になってしまいましたが，この総合教育会議に

おきましては，本町の教育大綱と言いましょうか，その中で人間性豊か

でたくましく生きる，輝く人づくりとか，そのような教育目標を掲げて

いただいております。おおらか，さわやか，きわやかな大崎の教育とい

うことを常に教育長の方からも話され，そしてまた，地域の行事の中で，

学校行事の中でその事を話され，町の広報等でもその事を周知している

ところであります。 

やはり健全な子ども達を育てていくことが，義務教育の中では１番大切

なことであり，もちろん勉強とか必要でありますし，１日の調和のとれ

たバランス感覚の調和の取れた子ども達が義務教育には必要な気がしま

すが，その「おおらか・さわやか・きわやか」という中では，そう言っ

た事が掲げられており、非常に熱心にやられておりまして，大変ありが

たく思っております。 

また，教育長から話を聞くたびに大崎町の児童生徒の皆さんの学校教育

における学力テストは，最上位にあると伺っておりまして，嬉しく思いま

すし，他の会合でも自慢げに言っております。 

    皆様方には，定例会の中で教育に関して色々審議していただきながら，

助言・指導していただいていることに大変ありがたく持っています。今

政府の方針で，働き方改革が行われておりまして、特に長時間労働とい

う問題が大きく問題になっています。先般の議会でも役場職員の長時間

労働について一般質問が入ってしまい，一瞬びっくりしたり，うちの役



場の中でそんなに働いている職員がいるのかと私の配慮の足りなさとか

を顧みたところであります。特に学校においても長時間労働、今の社会

の仕組みの中で子育てとかそういった面が反映されている訳ですけど，

働き方改革の中で長時間労働の解消の方針が出ておりますので，そうい

う方向で進めて行かなければなりません。その背景には，いろんなこと

ができてきますけど，今積み上げてこういう方向で動いているところで

あります。 

また，一方では骨太の方針というのがありますけど，その中で経済財政

諮問会議という名称で，その中で骨太の方針というのが出ておりまして，

幼稚園，保育園の無償化と言うことが出されております。安部総理も財政

諮問会議の骨太の方針に出されて早期に実現すると明記されています。 

方針としては，来年度予算に反映されて行くことが新聞記事等で発表さ

れているので，これから本格的な論議というのが始まって行きますが，そ

れを補うと言うのが，財源が子ども保険というので国民一人ひとりに負担

していただく方針も出されています。では現実的に高齢者から子ども保険

を頂けるかどうかは疑問なところでございます。 

今学校教育を含めて，幼児教育そしてまた東京都においては，私立高校

の授業料も無償化になっていますけども，生まれてから高校卒業までのそ

ういったところの教育費の負担を国が負担していく方針で進んでいくの

かなと思っています。大学の無償化ということも出ていましたが，進学し

ない人もいますので一概には難しいのかなと思いますけど，そういったこ

とが新聞等を見るたびに，子どもが少なくなる中で均等に学べる社会を作

って行くという方針の中で，我が国もそういう方向で進んで行くのではな

いかなと思っています。 

先般，小学生がいる主婦の方から「学校給食費が安くなりまして有難う

ございました」と声を掛けられました。保護者は皆さん喜んでいらっしゃ

ると，一人の方の話ではありましたが，千円安くする予定でしたがそこま

では安くなっていないですが，給食に係る経費をふるさと納税のお金で，

原資を当てることがそのことが保護者の負担を下げることにつながって

来たんだということを実感するような短い会話でしたが，とても嬉しく思

いました。小学校で３，８００円程度，中学校で４，３００円程度ですが，

その中で千円ずつ払ったとき子どもが２～３人の親の負担とかそういっ

たものが制度を活用してきことが生きてきたんだということも解りまし

たし，そう言われるとちょっと考えなければならないという思いもしたと

ころですが，ふるさと納税の中で昨年から学校教育のブッキング教育にも

応用できるように進んできている。町の行政の中でも義務教育に対する対



策とかはこれからも取り組んで行きたいと考えています。 

    総体的貧困と言われるようになってきまして，子ども食堂が頻繁に話題

になっていますが，そのことが気にならない訳ではないですが，鹿児島

市でやっていたことが段々地方に移っていく中で，じゃ大崎町ではどう

ゆうふうにやって行くんだ，交通の利便性の問題もあるし，やると決め

た訳ではありませんが，段々地方自治体に打ってくる中でそう言った交

通環境もそう言ったことも気になるような思いももっておりますが，総

体的貧困の中で子ども達が等しく生活できて，勉強も出来て，そして奨

学金等もあった感じでそういった身近に迫ってきたものをどう対応する

か、行政における課題と思っているところでございます。 

    話がどんどん移り変わって行きますけど，６月の議会で，これは報告

でございますけど，一人の議員さんは働き方改革の長時間労働に議会に

報告した中で，前回もお話したかもしれないですけれども，野方の道の

駅「あらさの」に鹿児島空港までの直行バスのバス停にするということ

の協議が議会でありました。それでバス停を造る経費，駐車場を移し変

える経費，そしてまた，身体障害者の駐車場を作る経費，そして後ろの

畑を譲っていただきましたので舗装化する経費，４，０００万円程度を

予算に計上しまして議決していただきました。そういった工事はなるべ

く早く実施して，永年交渉を続けてきた結果，鴨池にある㈱三州自動車

が運行で事業化に向けた準備を整えてまいりまして，１０月１日を目標

とする，予定が狂うかもしれませんが，１０月１日を目標としてやって

行きます。現在，身体障害者の駐車場になっている所を高速バスの停留

所にして，身体障害者の駐車場を別に移すこととなりますが，より多く

の方に利用していただくことになると思います。鹿屋市内発，串良ジャ

ンクションで高速に乗り，野方インターで７～８分停車して，そのまま

空港まで直行することになります。時間的には早くなる。現在も野方イ

ンターで待ち合わせて，乗りあわせで行かれるところを見ています。高

齢化で，空港までの運転とか，帰省される方などは野方で降りていただ

ければ利便性が上がります。 

  それと，その他の協議になりますが，「なんちゅうカレッジ」と言うの

で，これは中野補佐のほうで色々と説明をしますが，私の中で教育長と

かねがね話している中では，現在の生涯学習を独立させて行きたいとい

う構想がございます。現在，社会教育課で生涯学習を担当していますが，

そういうのではなくて、ふさわしい方にセンター長とかなって頂いて，

生涯学習の講座を充実しながら町外からも学べる生涯学習講座を実施し

て行きたいと考えています。現在も，大崎町の方が町外の生涯学習講座



に参加している。大崎町だけが閉鎖的であってはならないと思いますし，

もう少し専門性を持って開いた生涯学習講座にしたいと思っています。

受講料も無料ではなく，有料にした方がふさわしいと思っています。本

当に学びたいものを深く学ぶと言う形になれば良いのではないかと思っ

ています。また，一方では生涯学習は子どもから高齢者までというのが

ありますので，生涯学習を学んでいらしゃる方々と小中学生の交流によ

る生涯学習というのも大切だと思っています。また，子ども達が大崎町

の歴史にしても知って頂いて，我が町を愛するようなそういう生涯学習

が出来たらという思いがありまして，これから社会教育課も検討してい

ただいて，今日はそういう中でも，おどろくような事業をやっている「な

んちゅうカレッジ」を中野の方から説明いたします。 

    あれこれ喋ってしまいましたが，今日はよろしくお願いいたします。 

 

（３）協議・・・総務課長補佐 

    続きまして協議に入りますが，総合教育会議の設置要綱第３条の規定

により議長を町長にお願いいたします。 

 

   議長（町長） 

    平成２９年度教育関係予算の概要を議題とします。事務局の説明をお

願いいたします。 

 

   総務課長 

    私の方から町予算の概要について，お手元の広報おおさき４月号の５

ページで説明していきます。その後，管理課・社会教育課の予算につき

ましては，担当課長から説明させます。 

    大崎町の予算総額は，７６億２，９１８万３千円で対前年比３億４，

７７５万１千円減の４.４％の減ということになっています。 

    歳入につきましては，一番多いのが地方交付税で２４億７，０００万

円，３２％を占めています。続いて多いのが町税１１億４，１３８万円，

１５％を占めています。次に多いのがふるさと納税等の寄付金１０億３，

０００万円，１３％を占めています。 

    歳出では，一番多いのが民生費で１４億１，０９６万円，次に衛生費

で１１億３，６３０万円となっております。この二つを合わせると歳出

の３３％超える予算となります。次に多いのが商工費で１０億７，８４

６万円，１４％を占めています。 

    教育費につきましては，学校教育・社会教育に４億８，９６８万３千



円，割合にしまして６．４％を占めています。 

    これは，あくまで当初予算でございます。年度途中で補正予算がござ

いますので，予算の増減が出てきます。 

    次に４ページになりますが，平成２９年度の主な事業名を上げており

ます。教育委員会管理課では，野方小学校校舎等大規模改造工事実施設

計委託料・中学校入学援助事業・学校給食費補助事業，社会教育課では，

中央公民館耐震診断事業・ブックスタート事業等が予算計上されていま

す。今申し上げたのは，一般会計でございます。４ページの下のほうに

各会計別予算表が有りますが，特別会計まで併せた平成２９年度の予算

は，１２４億４，９９５万５千円でございます。 

 

   管理課長 

    管理課では，「おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育」を目指し，

学校・家庭・地域の教育力を様々な方向から総合的に高める取り組みを

推進していくことにしています。管理課予算は，３億６５６２万６千円

で前年度対比１億５５４８万７千円の減となっています。 

    大丸小学校大規模改造工事の平成２８年度前倒し分を含めますと，６

億９７６２万６千円となりますことから，前年度対比１億７６５１万３

千円の増となっています。 

    それでは事業の主なものを説明させていただきます。１の学校の教育

力向上対策として，①の学力・体力向上，道徳教育の推進対策でござい

ますが，地域おこし協力隊の活用として，６６１万４千円で現在２名の

協力隊員が活動しています。女性の隊員は，平成２８年からで現在大崎

小学校で学習支援員として活動しています。男性の協力隊員は，今年度

からの活動で大崎中学校で活動し，学校では架け橋サポーターの名称で

生徒の悩み相談とか不登校児童の対応を行っています。 

    次の特別支援教育支援員の配置に，１２９８万円で小学校に８名，中

学校に２名を配置しています。 

    次の ALTによる外国語指導に４８６万円で小中学校の英語授業の補助

をしています。 

    次の防災教育総合支援事業に１４３万２千円で昨年からの事業で大丸

小学校を拠点校として，菱田小学校と大崎中学校を連携校として防災教

育を実施しています。 

    ②の学習環境の整備についてですけれども，昨年度までに児童生徒用

のパソコン室のパソコンは全て更新しましたので，先生方の校務用パソ

コンの更新を行います。小学校で(52 台)２２１万４千円，中学校(11 台)



４６万８千円の合計２６８万２千円です。次は，学校遊具施設点検業務

委託ですが，これは新規で有りますが，小学校で４２万２千円，中学校

で５万千円です。 

    ③の施設整備ですが，大丸小大規模改造工事 H28年度の繰越事業３億

３１８６万１千円で現在，契約も済み工事に入っています。特に今回普

通教室等にクラーを設置することとしており，大崎町で初めてでござい

ます。次の野方小大規模改造工事実施設計業務委託８５０万円は，来年

度以降の校舎等の大規模改造工事に向けての業務委託です。 

    ④のその他ですが，ストレスチェック制度支援業務ですが，これも新

規の事業ですが，事業費は２７万円ですが労働安全法の改正により年１

回のストレスチェックを実施するようになっています。今年度から学校

教職員の実施を予定しています。 

    ２．家庭の教育力の向上対策(入学・就学援助)については，子育て世帯

の経済的負担の軽減・子育て支援の充実・義務教育の円滑な推進のため，

遠距離通学の補助は，小学校で４５万６千円，中学校で２万円，次の自

転車保険補助は，１５万円，中学校入学援助事業は新規事業で３３０万

円を計上しています。 

    要保護及び準要保護就学援助費は，小学校で３８３万１千円，中学校

で３３８万９千円となっています。表を見ていただければ分かるとおり，

大崎町は今まで国基準より低くなっていましたが，今年度より改正致し

まして金額を引き上げたところです。 

    特別支援教育就学援助費ですが，小学校で３８万円，中学校で３７万

４千円を計上，これも要保護及び準要保護就学援助費の改正と合わせて

見直しを行っています。 

    学校給食費補助金ですが，１１００万円を計上し，一人当たり毎月約

１千円の補助となっています。 

    ３の地域の教育力の向上対策ですが，昨年度から大崎中学校をモデル

校としてコミニュティ・スクールの導入を行っているところでございま

す。予算としては，６１万４千円を計上しています。 

    最後に，資料にＡ３の用紙をつけていますが，これは先ほどから話題

に出ていますふるさと納税の活用内容です。管理課関係では，７１２５

万円が繰り入れされているところでございます。 

    以上で説明を終わります。 

 

   社会教育課長 

    それでは，３ページをご覧ください。予算関係につきましては，３月



の定例教育委員会で説明しておりますので，簡単に説明させていただき

ます。社会教育課の予算としては，１億２４０５万７千円で前年より１

４１３万４千円の減と言うことになっております。 

    まず１の生涯教育ですけれども，先ほど町長からも有りましたけれど

も，現在の推進体制ではなかなか上手く行かないという事も有りまして，

今こちらのほうでも検討しているところでございます。生涯学習講座に

つきましては，平成２９年度３１講座の募集をかけたところですが，実

際に開講しているのは２６講座になります。 

    青少年活動事業や成人教育等の社会教育学級への人材活用ですが，町

青少年活動事業補助金１９６万円を計上しておりますが，その中で１番

ウェイトを占めているのが，遊びの学校と言うことで夏休みの中にＮＰ

Ｏ法人わんぱーくにお願いして約２０日程度大崎小を中心に活動してい

ただいているのが８０万円となっています。その他にアメリカ村の開催，

郷土を育む講演会を実施しています。 

    それから②の人権教育・啓発，家庭教育・地域の教育力の充実につい

ては，各学校におきまして家庭教育学級の実施といたしまして年６回，

内容につきましては各学校にお願いしています。親子ふれあい事業です

けれども毎年３月頃の実施ですが，大崎ウォーキングを実施しています。

人権教育の推進（人権フェスタ２０１７の開催）につきましては，中学

校に標語，小学校に作文として取り組んでいただいています。 

    ③の社会教育団体の育成については，子ども会から町ＰＴＡまでそれ

ぞれ補助金を出して活動していただいています。 

    ２の生涯スポーツの推進については，予算的には６６５万１千円で町

民一スポーツと軽スポーツの普及として，スポーツ推進員に軽スポーツ

の推進をしていただいています。総合型地域スポーツクラブの育成とし

ては，野方の野球とスポーツ吹き矢が有ります。大隅スポーツ交流拠点

プロジェクトの充実は，２００万円の予算でメインは夏に行うスポーツ

フェスタでございます。２０２０年の国体では，ビーチバレーを開催す

ることが決定しています。 

    ３の公民分館活動の充実については，毎月公民分館長会を開きながら

充実を図っているところでございます。 

    ４の芸術文化の振興・文化財の保護と活用については，文化財につい

ては審議員の方々に協力をいただきながら保護に努めているところでご

ざいます。 

    ５の図書館活動の充実には，図書購入費２００万円これにつきまして

もふるさと納税から昨年度２０００万円の積立を頂いております。ブッ



クスタート事業につきましては，２２万との予算でございますが本年度

から実施をしているところでございます。 

    以上で説明を終わります。 

 

議長（町長） 

    ただ今，３名の課長から担当部署の説明をしていただきましたが，何

かここを伺ってみたいところはございませんでしょうか。 

    先般の議会で，大丸小にクーラーを設置することについて，他の学校

も一緒に付けるべきでは無いかと話がありましたが，予算との兼ね合い

が有りますので順次付けて行きたいと考えています。次は野方小学校に

なります。その次は，中沖小学校で計画では最終年度に他学校にも設置

したいと考えています。 

 

    私から教育長に聞いていいですか。 

    学校を改修する時にトイレの洋式化の話が出てきますが，和式をいく

らか残したほうが良いのか，全部洋式にしたほうが良いのか，迷うとこ

ろがありますがどうでしょうか。人によっては，便座に座ることによっ

て感染病など移る事があるので，和式を残したほうが良いと言うがどう

でしょうか。 

 

   教育長 

    学校に聞いたところ，全部洋式にした場合は親が嫌がる方がいるので，

現在は洋式６の和式４程度になっている。 

 

   林委員 

    私は，洋式にしてほしいと思っています。 

 

   二見委員 

    現実的には，子ども達は洋式が空くのをまって使用している状態であ

る。 

 

   溝口委員 

    和式もいくらかは残してほしい。 

 

   議長（町長） 

    では洋式９に和式１の割合程度でいいですか。 



 

   二見委員 

    学校では，休み時間がなくなるのに洋式が空くのを待っている子ども

達を見かける。 

 

   議長（町長） 

    運動公園等は，全て様式化にしないと高齢者の利用者が筋力の低下で

しゃがめないので，洋式でないと使用できない状況である。 

    学校においてはどうだろうかということで，今後も改善できるところ

は改善して行く。 

 

    それでは，協議の１番目の平成２９年度教育関係予算の概要について

はこれで終わります。 

 

    次にその他ですが，何かございませんか。 

 

   溝口委員 

    ５月から学校訪問が始まっていますが，学校を回る中で持留小などの

小規模校は修学旅行などが割高になる。持留小は，しいたけを栽培して

経費の一部に充てている。小規模校は，それなりの努力により父兄の負

担軽減に努めている。 

    このような活動はとても良いことであるが，平等に教育を受ける為に

何か支援できることはないだろうかと考えている。 

 

議長（町長） 

    小規模校同士で行事を組む事は出来ないですか。 

 

   教育長 

    以前，持留小と野方小で合同で行ったことがあるが，やはり場所や日

程調整が大変であった。今後，校長会等でそのような話をして行きます。 

 

   議長（町長） 

    それでは次に入ります。総務課長補佐のより事例紹介をお願いします。 

 

   総務課長補佐 

    それでは，私のほうから「なんちゅうカレッジ」の説明をさせていた



だきます。私は，永年ＰＴＡに係っておりましたので，現在大崎中のコ

ミュニティスクールのメンバーでも有ります。昨年から始まったコミュ

ニティスクールですが，試行錯誤の状態です。組織は出来ましたが，何

をやればいいんだろうかと生みの苦しみの状態です。私が３月まで環境

係にいたものですから，その環境係のリサイクルの取り組みが全国の協

働まちづくり事業で準グランプリを頂きました。その時のグランプリが，

この「なんちゅうカレッジ」です。たまたまお会いすることが出来まし

たが，これをコミュニティスクールや町長から有りました生涯学習講座

の参考としてお持ちした次第であります。 

    次に国際交流の件ですが，ＪＩＣＡの支援を受けてインドネシアにゴ

ミの分別指導に行っておりますが，この国際交流を社会教育課で行って

いる高校生の海外派遣事業に生かせないか検討中であります。一番の心

配はセキュリティの問題です。バリ州の行政職員宅にホームスティでき

れば，行政職員は富裕層ですので安心できるので無いかと考えています。 

    以上で私のほうからの説明を終わります。 

 

   議長（町長） 

    ２件の報告が有りましたが，何か話し聞いてみたい事はありませんか。 

 

福島委員 

    大崎中学校でするのですか。 

 

   総務課長補佐 

    これは参考ですので，ちなみにこの南中は大崎中と同規模の中学校で

す。 

 

   教育長 

    ３年前に中学校長他数名を研修に生かせましたので，たぶん見ている

のではないかと思います。 

 

総務課長補佐 

    その時は，コミュニティスクールの運営全般と言うことで研修してお

ります。なんちゅうカレッジはその一部でありますので見ていないよう

です。 

 

   教育長 



    土曜授業を行っているのでやろうと思えば実施できますが，学力向上

が有りますので毎回毎回２時間を入れられるかは分かりません。 

 

   社会教育課長 

    最初から２７講座を目指すのは難しいので，今年度は２年生を対象に

何講座か実施するのは可能かもしれません。 

 

議長（町長） 

    次に国際交流ですが，インドネシアに行くと人はとても温かく，宗教

的なお祈りの時間を除くとほとんど同じであります。私たちが交流して

いるのは，行政職員で富裕層ですので子ども達も日本へ行きたいと考え

ています。バリ州の知事さんとかもお会いしましたが，こちらから提案

した交流ですがバリ州のほうも交流したいとのことでした。 

 

   福島委員 

    昼間は学校へ行けるのですか。 

 

   社会教育課長 

    期間を２週間程度と考えていまして，その内３日間は学校へお願いし

たいと考えています。全日程ホームスティで，内容は固めてあるところ

です。 

 

議長（町長） 

    インドネシアの状況を見ていただくと，日本の良さが分かるのではな

いかと思います。 

 

    色々と長時間に渡り協議していただきました。以上で終わりたいと思

います。 

 

４ その他・・・総務課長補佐 

    その他は，この総合教育会議の日程について，今年度も２回を予定し

ています。次回は秋口頃に開催致します。 

 

５ 閉 会 

 


